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会長挨拶

引き続き、よろしくお願いします

皆さん、こんにちは。この原稿を書いて

いるのは 2月 末で、新執行部が発足して 9

カ月が過ぎました。もう 5月 の定時総会を

考える時期になり、時間の経過の早さに驚

きを感じています。

お陰様で、今年度の事業はほぼ計画通 り

に消化が進んでいます。謹んで皆様のご理

解とご協力に感謝いたします。

また、執行部、事務局を含め一生懸命に

会務にはげんでいます。現在は、年度末で

業務が多忙な中にもかかわらず、今年度の

事業総括や次年度に向けて計画を練つてい

るところです。是非とも褒めてあげてくだ

さい。

今年度は計画した 2回の業務研修会開催

の他、知名度向上と社会貢献としての無料

相談会の実施、絵本の配布に琉球国之図と

伊能図の展示会の共催など多々の事業があ

りました。

その他、急返 2回の研修会を実施し、 10

月の 「沖縄の地籍調査の変遷」では当会の

諸先輩方の戦前戦後の貴重なお話しが聞け

ました。 1月 の前公証人の新井克美先生の

「境界について」はユーモアを含めて、司法・

行政・立法の各機関を律l経験されたお話し

と当会顧問弁護士の平良卓也先生の 「境界

確定訴訟事例等について」は境界確定訴訟

実状をお聞きできてこちらも貴重な内容で

した。

久 高 乗 一

次年度においても皆さんの意見も取 り入

れつつ事業を計画していきます。会では年

に4回の理事会と 5回の常任理事会を開い

ております。構成員の理事は各支部より推

薦で出ていますので、執行部へご意見等の

際にはご活用をお願いします。

近々の報告として、第42回沖縄桐友会で

は法務局より当会や司法書士会を含めた実

務の打ち合わせを持ちましょうとの申出が

ありました。当会も実務が円滑に進むよう

対応します。

加えて、 4月 より消費税額が 8%に上が

りますので、連合会の請求書と領収書の新

しい様式を用意します①各自事務局にてご

購入されますよう、お願いします。

昨年、土地家屋調査士の日の 7月 31日 に

実施しました当会主催の 「土地の境界 トラ

ブル相談会」について、今年も昨年同様の

実施で 3月 の第 2回支部長会議で各支部長

へ呼び掛けます。

さて、 ご存じの通り連合会も新体制でス
ター トしました。定時総会、 2回の全国会

長会議にも初めて出席しました。毎回の提

示される事業内容と資料の多さにびっくり

させられます。また、会議中の各会会長の

皆さんも積極的に質問や意見を述べ、熱意

が伝わってきます。私も、皆さんへ内容を

お伝えできるように努めております。

今のところの連絡事項は調査測量実施要



(2)第49号 沖縄県土地家屋調査士会 平成26年 3月 30日

領の追録の 「筆界特定制度」 と「ADR」

の分野が加わり年度内に配布することや今

年 10月 から始まるオンライン申請の電子証

明書の更新の手続きなどの周知の事項があ

りました。改訂を予定しています規則第98

条の不動産調査報告書については時期が定

まっていません。決まり次第に対応します。

また、当会も含め 8県で構成されます九州

ブロック協議会は10月 に各部担当者会同、

2月 に新人研修が共に今年度当番会の所在

する佐賀県で行われました。各部担当者会

同は 6部門開催し、当会の副会長や各部の

部長、理事も出席されて活発な意見交換が

行われました。内容については当会のホー

/ヤ化
とフ/´しЭ

堕 っ

ムページに貼付していますので、そちらを

ご覧になってください。

新人研修の方は九州八県で40名、当会か

ら 1名が参加し、 3日 間で研修や交流を含

めて得るものが多かったようです。

次年度の計画案も会長会議で計画し定時

総会に諮 りますが、今年もゴルフ大会を含

めてご協力の方をお願いします。

5月 23日 の第50回定時総会まで 2カ 月余

り、執行部はそれに向けて頑張つています。

当日は会の発展のため、皆さんのご質

問、ご意見を賜りますので宜しくお願いし

ます。
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琉球国之図と完全復元
ヱ
机能図泌ロテ展!

日 平成25年 H月 6日 (水)～
所 沖縄県立武道館アリーナ棟

フロア展会場の様子

平成12年 の 「伊能ウオークと伊能図展」以

来の今回のフロア展は、主催の琉球新報社

がallTJ120周 年を記念して、開催されました。

アメリカ議会図書館で発見された伊能図

も合わせて全図がそろい、琉球国之図も含

めると47都道府県の古地図がそろったはじ

めての展示会で、フロア展の目玉は尚財団

(琉球王朝時代の尚家の個人遺産を管理 )

が所有する「琉球国之図」が、一般初公開

された事にあります。

沖縄県民も存在を知らない方が多い、門

外不出の日本国宝級の古地図を忠実に再現

した原寸大複製図 (撮影禁止)と伊能大図

と同縮尺に拡大されたフロア図が展示され

ました。
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本島の地図が展示され来客者が集中しました

当会も共催としての出来る関わりを主催

者の担当者と打合せ、新聞の 「琉球国之図

展と完全復元伊能図フロア展」の開催と特

集記事の下の名刺広告を載せていただけな

いかとの要望があり、枠サイズが縦 5。 6セ

ンチ×横2.3セ ンチでチケット10枚がつい

て1万 円で募集したところ82名 の会員に賛

同頂きました。

11月 4日 (月 )には会場の設営があり5

名の会員が参加、事前に実行委員の説明を

受け、会場に横付けされたとトラックのコ

ンテナから荷物を下ろし、会場設営の展開

図をもとに、最初にエリア毎に色分けされた

伊能大図をフロアに展開し、中図 。小図や展

示パネルなどを設置、4時間弱の作業でした。
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宣保光明先生は 2日間 |こわたり琉球国之図の担当ヌ
タッフとして活躍されました。

期間中の 8日 (金)か ら11日 (月 )には
2名～ 3名 の会員が運営スタッフとして参

加、来客者へ 「お 。も・て 。な 。し」をし

て頂きました。

9日 (土)10日 (日 )には、会場内の舞
台にて 「歩いてキョリ当てゲーム大会」を

行いました。

のぼりを揚げ、横断幕を張り、スタッフ

はハッピを着て、マイクで会場内の来客者

イこ「伊能忠敬の歩幅は69cmで した。貴方の

歩幅でキョリを当てるどなたでも参加いた

だける簡単なゲームです。参加賞の景品も

あります。」 と呼びかけながらのイベント

で、開場が10時でしたので、 1回 目をH時
に開催したところ46名の方が舞台にあがっ

てきて、スタッフ全員初めての事でしたの

で予想以上の人数に驚きながらも、スタン

バイした持ち場では考える間もなく、冷や

汗をかきなが ら20分程で 1回 目を無事終

了、200個程用意した景品でしたが、足 り

なくなるのが確実になり、 2回 日午後 1時
のゲーム開催の間に100個 ほど景品を調達

して対応、参加賞の景品と一緒に土地家屋

調査士のリーフレットも配布しながら全員

の競技が終わると正解キョリを発表、キョ

リが±30cmの方はピタリ賞としてさらに景

品を進呈するという進行で、最終午後 5時

の開催まで 1時間ごとにゲームを行い、こ

の日の入場者が1300人程でゲームに参加

した人数が259名 でした。ゲーム 2日 目は

1700名 の入場者に、前 日と同じ6ゲームを

行い参加者が363名 と大盛況にゲーム大会

は終了しました。

6日 間にわたり開催されたフロア展には

合計5000人余りの入場者があり、最終日の

11日 (月 )は午後 6時の終了と同時に今度
は撤去作業が行われ、彗会からも14名 の会

員が参加して、 トラックのコンテナヘ資材
を運び、次回、鹿児島県指宿市で開催され

るトラックを見送るかたちで、 1時間30分
程の作業は終了、主催者側からは感謝の言

葉を頂きフロア展の全日程が終了しました。

ゴール地点

最後に、会員の皆様・本会事務局・公嘱

協会事務局の皆様には広告や現地動員を含

めて多大なご協力いただきまして誠にあり

がとうございました。

1 文面の多くは連合会会報 「土地家屋調査士」 1 1
1 月号 (NO.684)への投稿文を引用、「我が会の会員 |

1 自慢」では中部支部の花城康喜会員を紹介してい |

| ますので併せてご確認ください。         |

初日の運営ヌタッフ

佐とぉ |゛ ふf

ヌタート地点
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沖縄県と言えば、尖閣諸島や米軍基地の

問題がいつもマスコミ等で話題にな りま

す。中国の皇帝が琉球と命名した琉球王国

が終焉し、 日本固有の領土となったのは、

今か ら135年前の明治 12年 の時です。明治

政府は強引に琉球を処分し沖縄県として位

置付けられました。

405年前に薩摩軍に攻略されるまでは、

自由のきく王様がいる独立国家でした。日

本国の領土でもない、中国の国の領土でも

ない、独立した琉球王国は450年間続きま

した。その間、薩摩に268年 間支配されて

いたが 日本国民ではなく、琉球国民でし

た。 日本国民になって135年 目になります

が、その間の27年間は米国支配下でありま

す。今日まで日本国民として生活した期間

は、わずか108年間で歴史的に非常に浅い。

日本国民の安全を守るための米軍基地

は、狭い沖縄県に面積にして74%も存在し

ています。74%の 中で 5%に相当する普天

間飛行場海兵隊だけでも県外に移転できず

沖縄県に押しつけている現状で県民は猛反

発しています。

沖縄県の領海の面積は、 日本で一番広く
海洋資源も豊富に存在しています。

中国の国の陸地の石油は不純物が多く、

コス トが高くつく上、有限である。しかし

沖縄県の尖閣諸島近海の油田は、純度が高

く最高の石油であり、良質無限なので中国

那覇支きБ お  夕II 清  康

の国が欲 しがるのも無理はないと思いま

す。尖閣列島の東シナ海の海底資源は油田

だけでなく、 レアメタルやレアアースも良
質で無限であると、琉球大学の木村名誉教

授は新聞等で発表しています。

これらの資源は、沖縄 トラフ (琉球列島

のヘッコミ)の地下の膨大な熱源のおかげ

であると言われています。

沖縄県の経済の収入を見ると、米軍基地

収入はわずか 5%で、観光収入は 2倍の
11%である。基地を半分以下に減らして産

業収入を上げるのが得策であることは、わ

か り切っていますが日本政府は理解不足

で、現状を知らなすぎます。

沖縄県民 1人当たりの所得は全国で最低

位、学力も最低位、自慢出来るのは、海の

自然の豊かさと琉球王国時代の文化遺産で

す。沖縄県は異文化が発達していて良いと

ころですので皆さん遊びに来て下さい。沖

縄県知事にかわり沖縄観光をPRします。
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ぎ   鴬絲

1.は じめに

昭和45年頃、日本復帰直前に土地賃貸契

約で開発業者が土地をまとめて、開発行為

住宅地造成により、建売した地区内で土地

を貸している関係地権者が事務所を訪ねて

きて、土地分筆 。地目変更登記手続を急ざ

進めてほしい旨の申し出を受けました。急

く
ヾ
事情を聴 くと地権者の皆さんは経年に

よって高齢化とすでに世代交代して、土地

の相続手続き中の方もいる。しかしながら

住宅団地内の土地は、当時はカヤ刈 り地を

放置状態となり、少しでも現金収入があれ

ばと思い集団で開発業者に土地を貸した事

で、開発業者は自由に里道等、土地の筆界

も考慮することなく、重機で敷均して一筆

の土地に数戸の住宅及び道路を画地して建

売住宅地を建てて売却されている。その土

地は分筆・地目変更等の登記手続きも放

置、つまり未登記となっている。今後は各

地権者も相続手続が必要となるが、相続税

の支払い等土地の筆界の明確化しないと土

地の処分もできなくなっている。今回は相

続税の発生でこの土地の処分の問題がある

と判ったので、まず、分筆 。地目変更等を

速やかに取り組みたい旨の説明である。

2.団地自治会及び住民説明会
当該開発行為に参加した地権者の数人と

分筆・地目変更等の全記受委託契約を締結

刀Б覇支吝Б 宜 保 九 明

し、現地調査、関係資料の収集を開始し道

づくりに着手しました。まず、開発業者の

経緯を調査すると開発業者は開発造成後に

まもなく廃業して、土地の賃貸料はこの地

域の世話人が代役で、地権者に賃貸料をま

とめて徴収し納めていることであり当時開発

に係わった業者関係者は不明となっている。

この地区は昭和39年に琉球政府の土地調

査事務所で地籍調査済みであり地図は法 14

条として認証されていることから登記所で

地図・土地・建物登記簿、要約書、地籍測

量図、建物平面図等を収集、同時に市役所

に出向き、土地利用の調査のために課税証

明書も収集して団地自治会説明会に備えた。

団地自治会長に面談、土地調査の件を説

明し団地住民にご理解をお願いすると自治

会及び住民説明会の開催することで調整す

る。すく
｀
役員会を開催して調査主旨説明を

求められて事情を説明しました。役員会と

しては自治会事務所は小さく住民全員を収

集は不可、したがって重要な案件ですから

各戸訪問して詳しく説明し理解を得られた

い旨でありました。直に各戸訪問し理解を

求めた結果、多くの住民要望が提起されま

した。要望事項は次のとおり要約すること

ができます。

① 当該団地は、急傾斜地の丘陸地の山林、
原野、畑等を整地、段々状に住宅を配

置、石積みも多く最小の道路はあるが

続・私の道づくり4
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②

③

広場 。公園等の公共施設も当初からつ

くられていない、 これらの実態調査と
いうことか、また、里道・排水路も付

け替えもされない状況です、各戸で土

地の譲渡を願うものはいないよ、どう

考えていいのかと逆に質問されること

が多くある。

調査・測量作業は、各戸の屋敷内に

入って花鉢、千し物棒等を動かすこと

もあるでしょう、望遠鏡で家内奥まで

覗き込むことがあっては困る。プライ

バシーは守れない。

宅地面積の変更を考えているのか、面

積は建売契約時に画地測量によって決

定、これに基づいてこれまで賃貸料を

支払つている。今回の分筆登記に当

たって地籍の食い違うことが示される

が責任を負うのか等の諸問題点が提起

されて、地権者とも協議して解決策を

提示しました。

これらの提示に、土地利用の実態調

査ではなく、地権者の土地の相続手続

で皆さんが住んでいる各戸の土地分

筆、地目変更等の登記手続きを目的と

する調査、測量であり各戸の申し出に

基づき各戸毎に土地を売却処分を考え

ている、また、道路も公衆用道路とし

て地目を変更し、各戸の建替、増改築

にも配慮していきたい、ご理解をお願

いします。

なお調査、測量作業については事前

に各戸の都合に配慮し、お仕事の休日

等をうまく使って作業を遂行し、宅地

面積の食い違いは、やっぱり分筆登記

手続きで地籍測量図を作成し、誰が調

査測量をしても登記所に公示されて今

後の不動産の取引にも活用されること

になるのでご理解をお願いします等と

説明して、地域全林が調査、測量作業

に協力することとなりました。だが、

里道・排水路等長狭物行政財産の件に

ついては、地権者とは別に各戸で手続

して、財産譲渡になると説明し一応理

解を求めたが誰も申請を求めてくるも

のは無く開発業者が放置したこれらの

手続は今後の自治会にゆだねることと

なった。

以上、説明会を終えて、三角基準点

より測量を開始しました。

3.立会証明書作成の苦労

当該団地内の地権者の面々は、お互い

様 という感 じで筆界復元 した境界につい

て、早々とご理解を得 られまして、立会証

明書の作成はスムーズに進めることができ

ました。しかしながら、団地に相隣接する

地権者を現場にたち合わせることは非常に

時間を要しました。例えば、地権者が不存

在、つまり戸籍上は記名されているが当年

約130歳 にもなる実在 しない、調査を進め

てみると戦前に南米に移住して戦後は音信

が無く、屋敷等土地は血縁関係者が税を納

め管理していることからその土地管理者に

立ち会ってもらう等、わずらわしい手続き

が続くことになる。また国頭村、名護市等

遠隔地に居住する地権者にも手紙を送付、

TELを 持って連絡してもらう等、わざわ
ざ現場に足を運んでもらい一人ずつ立会証

明書の作成となったのであります。さらに

困つた事は、遠隔地に居住し、一度は土地

の整地を行い移住を考えていた地権者もい

て、地籍測量図を作成したが未登記で現場
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に筆界杭見当たらず、今回筆界復元の筆界

標について現場で承認するといいながら、

署名、捺印を保留して帰宅、その後はTE
Lにより筆界杭を約 15mを 相手側に寄せ
るならば、立会証明書にサインをすると連

絡をしてきたのである。これについては現

場で筆界杭を捜す等の作業をしたが筆界杭

の削減も考えられることから、念には念を

入れて調査測量して、筆界杭を設置してさ

らに立会いを求めた。一応立ち会いに際し

現場写真等も検証してもらい、逆に筆界の

地物を示すよう要求して冷却期間を設けた。

その結果、約 3ヶ 月後 TELが あって、
立会い証明書の作成に応じてもらい、次の

ステップに進むことができました。

4.筆界杭の消滅で トラブル
「杭を残して、悔いをのこさず」といわ

れます。けれども、土地家屋調査士に求め

る言葉でしょう。

近年は、座標法に基づき、分筆登記にお

ける地籍測量図は作成に当たって「法務局

土地建物実地調査要領」、不動産登記令、

不動産登記規則等で定めるほか、この要領

により取り扱うこととされており、昔のや

り方で「前ど―い」のままで境界標等の設置

を繰り返してはならず、改善を要すること

も必要でしよう。今回当該地区における地

籍測量図作成時に表示されている筆界杭は

現場で消滅している標示杭もみられる。相

隣接する地権者が渋るのもこの消滅により

トラブルが発生したものではないかと思っ

ています。なぜ消滅してしまったのかにつ

いて考えられることは、木杭は食虫害、腐

食に弱い。ペンキは汚れた地物に塗って雨

水等で流される。鉄鋲は隙間さび、塩害、

電食、混地に弱い。核みは核みがあさく風

化で判別 しにくいしペシキは流されてな

い。プラスチック杭は仮杭的に設置して抜

けやすく動いてしまう等が考えられるので

筆界杭の材質も考慮して地積測量図に記載

することが出来る永続性のある境界杭を設

置しなければならず、言い訳して、仮杭的

に境界標を設置し、「工事等も予定は未定

で決定ならず」と云われており注意を要す

ると思つています。ちなみに私の場合は、

調査士マーク入りの、同製品であるものを、

安価で仕入れすることが出来るので、努め

てマーク入 りを使用している。

5.当該住宅団地の課題

米国民政府時代の琉球政府は他府県並の

法体形をもち得ず、政治、行政、経済等混

乱続く時代の住宅団地形成の開発行為は、

他府県の大手開発業者がつけ込み、優良住

宅が形成されたとは云えず、むしろ多くの

課題を残していると思われる。

例えば、道路綱は袋路の回転広場は無い。

急坂で道路構造令に合致しない状況も見 ら

れる。児童公園、広場の無配置、ガケ地指

定の可地区住宅配置、雨水排水処理施設の

不備等余りにも基本的な整備はされなかっ

たことは今後この団地で暮らすことに嫌気

も感じられることではないかと思う。同時

に里道、排水路等の付け替えも未登記であ

り、自治体行政の手助けを必要としている

と思っている。里道、排水路等の無番地に

住宅が建築されても自治体は課税すること

は困難でありここでも自治体土地行政の遅

れは、住民生活にも不安を残していること

は充分に認識しなければならないのではな

いかと思っている。今回、地権者の相続税
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の件でやむを得ず土地分筆、地目変更等の

登記手続きを実施することになっても、以

前として自治体土地行政関係者は、筆界確

認協議で終わり、里道、排水路等の長狭物

行政財産は前ど―い残されることとなって

いる。いわゆる地権者でありながら、不便

に思っている住民が付替え申請を待つ土地

行政では、社会・経済活動は制限される始

末である。また、住民にも手続きをしては

どうですかと話しかけても、経費のかかる

予算まではありませんという、ですからこ

のまま、不良住宅団地にしておくのかと思

うとしのびないのがあります。

今一度、自治体は復帰前のこうした事案

にも目を向けて解決に前進する必要がある

と思っている。

6.最後に

不動産の登記実務は、苦労も多い。しか

しながら、登記官のご教示、仲間からの助

言とどうにかクリアする喜び、仲間と意見

交流、定期勉強会で問題点、課題を提案し、

プロ意識を持って相互に援E12を しあうのも

実に楽しい。また地権者の長年の願い、思

いつめた事案を解決し得ることも何よりう

れしい。こうした社会貢献で社会が明るく

なることを願っています。「続 。私の道づ

くり」を通して不動産、特に土地について、

論点を絞って記述してきましたが、 ご迷惑
もあったものと存じます。不足のあったこ

とを許してください。最後までお付き合っ

てくださつた皆様、誠に有 り難うございま

した。また、広場を提供してくださった沖

縄県土地家屋調査士会の会長、会報発行の

広報部の皆様のご配慮があったものと深く

感謝申し上げます。今後ともチャンスあれ

ばと思っています。最後に土地家屋調査士

会会員の皆様のご発展とご健康を祈願しま

す。どうか不動産の安全な取引に寄与する

よう念願申し上げると共に、この乱筆にお

付き合ってくださいまして有り薙うござい

ました。皆様、お仕事を楽しく邁進しましょ

う。
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轡図と土地家屋調査

私が地籍関係の業務を沖縄で知り得たの

は県発行の 「沖縄の地籍調査」と云う図書

により「沖縄土地整理法」に基づく法律で、

明治32年より36年 10月 までの約 5年間に日

本政府によって、沖縄県の公図が完成した

ことを知る。地図の成果は非常に立派だつ

たと云われているが、第二次大戦の災害で

焼失 してしまい、米軍政ニミッツ布告第

121号 により、地図に準ずる図面が作成さ

れ、市町村長名で 「土地所有権証明書」力ゞ

1951年 (昭和26年)4月 1日 に公布された。

残念乍 ら、その地図には基準点表示が

なく、平板測量図の継ぎ合わせで縮尺 1:

600～ 1:i200の もので、分筆依頼を受

託すると 1:300～ 1:600で 実測 して公

図の縮尺に縮図して、筆界を重ね合わすと

筆界が合わない、地図の訂正をするのに基

準点がないので、照合するのに苦労して、

登記所の職員と協議すると、公図に重ねて

破線か朱線で表示する然し殆んどの筆界が

マッチしないので、訂正線の重ねが出たり

公図との関係も複雑になって収拾が付かな

くなって来た。私は、複雑になることを予

測していたので、申請して来る地図は別紙

に記載して、訂正筆界の接合は念入 りに点

検して、任意 トラバーでも設けて整理すべ

きと提言したが、結局は別紙の様な地図に

してしまった。

が考迄に公図、那覇市松尾一丁目230番

刃Б覇支きБ宮 崎 頼 治

を添付する。同地は地籍調査の未了地区で

ある。

沖縄の地籍図が戦後本格的な取組になっ

たのは、琉球政府 (沖縄県)1957年 (昭和

32年)立法第105号「土地調査法」を制定し、

日本政府の援助により基準点を設定し、地

図の縮尺も 1:250～ 1:500に 変更した。

技術者の資格も制度化せねばならず 「沖縄

県」とは誌されず 「沖縄土地建物調査士」

と云う名称で、1965年 (昭和40年)4月 9

日創立、 私は1966年 (昭和41年 )10月 6鷺

に登録した。日本復帰、昭和47年 (1972年 )

5月 15日 により「沖縄県土地家屋調査士会」

と云う名称に統一された。西暦年号の必要

は無くなったが、建物が家屋の名称になっ

たのは前者が現代的な感、昭和20年の終戦

より27年もの長期に亙る米軍施政には違和

感を覚えた復帰と同時に 「国土調査法」に

変更された。

戦災により破壊された筆界や接収地は

「不動産登記法」には馴染まず、昭和52年

5月 18日 法律第40号 「土地境界明確化法」

の特別立法を制定し施行することになっ

た。同法については、別頁に記載する同法

の施行に当っては、防衛庁長官と開発庁長

官との主管別があつた駐留軍用地 (現在米

軍使用地)は防衛庁、非軍用地 (復帰前に

開放地)は開発庁で同法の施行は、 5ヶ年
の短期で測量 (地籍)地図の作成で範囲が
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膨大な上に飛行場の測量には色々な条件も

あり、各業者大人数を注ぎ込んで頑張った

が、受託額も測量部門では、億単位の前代

未聞単価もあった様だ。測量士、土地家屋

調査士も一生懸命やった。

その後は、県・那覇地方法務局の公図、

14条地図作成に取りかかっている。

時代の進展で トランシット、平板測量

だったのが、平成 6年以降は沖縄県にもG
PSや光波測巨儀が入荷し、爾後は座標法
に進展、甲 1精度を要求される状態である。

最近は戦災による所有者不明土地及び不

明墓地の調査が、県 。市町村より土地家屋

調査士に発注されている。沖縄県では第二

次大戦による災害処理が未了で、申請人の

不明 (一家全減等)な土地は県管理地、又、

墓地も物件は存在しているが、所有者が不

明で市町村管理で県・市も管理財産として、

70年近く保管で国に申し出て調査をしてい

る状態である。

私は、昭和 15年より昭和 19年まで台湾総

督内務局土木課で、都市計画業務を行って

いた関係で、地積図には観念があり、沖縄

県の地籍図再製に努力しようと、昭和47年

の日本復帰の頃から、那覇市大道を皮切り

に、字安里、防衛庁関係、現在の新都心、

普天間飛行場、離島の与那国、竹富、小浜、

波照間、黒島、石垣、首里大名町一丁目、

首里久場川町、桃原町、赤田町、崎山町―・

二丁目、字古波蔵、字国場、前年度は古波

蔵四丁目を終了しました。

那覇市古波蔵 4丁 目登記所備付地図作成

作業として、那覇地方法務局発注、公共嘱

託土地家屋調査士協会受託の社員で、平成

24年 2月 16日 よ り平成25年 3月 22日 ま
で、137筆 の地籍図を作成した。先づ国土

交通省国土地理院沖縄支所の選点した街区

基準点 12点を基に補助多角点を選点同基準

点等より、187筆の筆界点を観測し各筆の

面測をなし全筆100%の業務を完結し那覇

地方法務局に納入した。

現在、公共嘱託土地家屋調査士協会受託

の那覇市松尾 1丁目登記所備付地図作成作

業に参加、 14条地図作製業務に奮闘中であ

る。
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参考資料
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土地の区百を明

“

にした不動産登配法所定の地因が情え付けられるまでの岡,これに代わるものとして
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司会の仲柴員盛松境界鑑定委員長か ら

「戦後の大先輩のご苦労 と、地図の問題、

技術的問題、人の問題など、当時の現場で

の生の声を聴いて記録を後世に残しておこ

うということで、菅野先生を中心に立ち上

げ企画されました。」旨の趣旨が説明され、

久高会長の挨拶のあとは菅野先生に進行役

が引き継がれ、対談会が始まりました。

事前に配られた資料は菅野先生が、地籍

調査の測量、申告手続き、申告図面、測量

機材等々について、当時の事実・状況を知

りとの思いから、宮崎先生がこれまで長年

にわたり会報等にご寄稿頂い

た資料より質問事項をまとめ

て作成されており、質問につ

いては、まず宮崎先生に質問

のお応えいただき、次に補足

の説明とか、質問に関連して別の角度から

当時の状況等について宮城清先生、島袋精

次先生、松川清康先生にその都度お話をい

ただく対談形式で行われました。

また会場には宮崎先生の保管する証文や

土地所有権証明書等の貴重な資料も展示さ

れ、手に取りながら確認する事が出来ました。

質問 |こ答える宮崎禎治先生
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質問 |こ宮崎先生こともに、答える富効清先生こ島袋精次先生、松川清康先生

会場の様子 壇上の大先輩 |こ熱心に質問する宜保光明先生

研修会終了後は、近くの

日本料理店 「彦」にて大先

輩をねぎらい乾杯 !

対談会の延長線上の話な

ど歓談しながらの会食にな

りました。
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平成25年度i第:11回業務研修会|
日時 :平成25年 9月 6 日 (金 )

場所 :教育福祉会館 3階大ホール
1(デ rェ、i_…_上ニク 、″、 ^″ _´―ドヽ一

'

研修内容

1. 要望事項への回答等

講師 丸野隆司総括表示登記専門官
懲戒処分事例の紹介

講師 金城行男 総務部長
伊波 学 業務部長
伊盛 進 研修部長

相続、贈与その他税について

講師 平良 豊 税理士
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事前に会員か らの法務局への疑問・質

問 。要望等をもとに回答及び説明がおこな

われ、法務局からの要望等につても回答の

書面をもとに説明がおこなわれました。

特に、現地復元性のある地積測量図のあ

る土地について再分筆する場合、復元点に

ついて立会省略できる場合の説明等は実務

に直結する内容でした。

Q&A生 前贈与の留意点と題した研修
目次 1.贈 与の定義・種類

2。 現行贈与税の制度

3.暦年課税の贈与
4.相続時精算課税の贈与
5.贈与税の各種特例
6。 その他税に関する質問

7.消費税関連の改正

講師 丸野隆司総括表示登記専門官

新役員によるはじめての研修会の内容

は、「知らなかった、知っていたら行わなかっ

た。」ではすまされない事例を取上げ、ベテ

ラン・中堅の会員には復習としての学習の

場、新人会員には今後知らなかったでは済

まされない事への学習の場になりました。

講師 平良 豊 税理士
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遠藤正夫理事の司会進行のもと、島袋裕

二副会長の開会挨拶、久高兼一会長の挨拶

の後、各部からの報告に引続き下記研修が

行われました。

研修内容

沖縄の印部石 (測量図根点)について

講師 金城 善
(元沖縄県地域史協議会代表)

沖縄の地籍調査作成経緯と筆界復元手

法について

講師 松川 清康 (当会顧問)

講師 金効

目次  1.沖縄県地域史協議会の結成
2.「ハル石」との出会い

3,それまでの市町村史の記述
4.各地から「ハル石」発見報告
5。 地域史の「ブリレ石をめぐる研究会」

6.『沖縄大百科事典』に「E口部土手」

7。 「針午帳」の分析

8.『真和志間切針図』の発見

9.安里進氏等による「印部石」の

研究

10,『 しまたてぃ』での連載

11。 『沖縄の印部石』の発行

12.「 しまたてぃ」公開講座 「琉球

の測量技術者と技師たち」

13.『中山伝信録』の 「字母

講話の内容

1.地籍調査の作成経緯について
2.地籍図 (14条地図)の精度と誤差につ
いて

3.基準点について
4.筆界復元手法について

甲
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誦師 松川 清康 顧間


